
              

ゼロカーボンシティ宣言 

～持続可能で地球環境にやさしく生涯を完結できるまちづくりに向けて～ 

 

近年、世界各地で地球温暖化が一因とみられる異常気象による災害が増加し

ております。 

我が国においても猛暑、集中豪雨等の気象災害が多く発生しており、「令和元

年房総半島台風」では、本市においても家屋の損壊、倒木、長期間の停電など市

民生活や経済活動に大きな被害を受けました。 

 

このような気候変動は、災害だけでなく、自然環境・生態系の劣化や健康リス

クの増加など、将来世代にわたる影響が強く懸念され、もはやすべての生き物に

とっての生存基盤を揺るがす「気候危機」「気候非常事態」とも言われています。 

 

今後、二酸化炭素をはじめとした温室効果ガスの増加による地球温暖化の進

行に伴い、気象災害のリスクなどが更に高まることが予想されております。 

2018 年に公表された国連の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の特別報

告書においては、「気温上昇を 1.5 度に抑えるため、2050 年までに CO2（二酸化

炭素）の実質排出量をゼロにする必要がある」ことが示されました。 

 

本市においても、将来都市像として掲げている「住んでよし 働いてよし 訪れ

てよしの生涯を完結できる空の港まち なりた」の実現に向け、持続可能で地球

環境にやさしいまちづくりに取り組み、豊かで多様な自然環境を未来につなげ

るため、市民・事業者との協働により地球温暖化対策を進め、2050 年までに二

酸化炭素排出量実質ゼロを目指すことを宣言します。 

 

① 脱炭素社会に向けて、省エネルギーや再生可能エネルギーの利用を推進 

します。 

② 経済と環境の好循環をつくり出し、地域の成長とともに豊かな自然環境 

の保全を図ります。 

③ リデュース （発生抑制）、リユース （再使用）、リサイクル （再生利用） 

の３Ｒを推進し、循環型社会の構築を目指します。 
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